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計算言語学と自然言語処理 
l ほとんど重なっているが...
l 計算言語学：理学
– 言語がどうなっているのか、なぜそうなのか、 
原理は何か

l 自然言語処理：工学
– 言語をどう処理するか、何ができるのか、 
性能を上げるにはどうするか

l 計算言語学に興味がある人は1割くらい? 
(若い人は潜在的にはもっと多い可能性がある) 



「計算言語学」の研究の例 
l  ACL 2017 Best paper: 言語の持つ母音の分布の  
学習 (“Probabilistic Typology: Deep Generative Models of Vowel Inventories”) 



「計算言語学」の研究の例 (2) 

l 行列式点過程で上の確率を定義



l  Dispersion-Focalization Theory (Schwartz+ (1997)) 
を考慮

l  音韻の表現ベクトル φ(v) を同時に学習
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「計算言語学」の研究の例 (3) 
l 品詞の自動学習

l 品詞＝隠れマルコフモデルの隠れ状態
l  Merialdo (1994)で最初にトライされた 
à 当時は上手く行かないという認識 
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l  Goldwater&Griffiths (2007): ベイズ学習で解決

l 推定された状態遷移行列が最尤推定とは全く異なる 

「計算言語学」の研究の例 (4) 

ベイズ 最尤
推定 



Infinite HMMによる品詞 

l  教師なしで、品詞に相当するものとその数が自動的に学習 
できている! 

1
she     432
to      387
i      324
it      265
you     218
alice    166
and     147
they      76
there     61
he       55
that      39
who 37
what 27
i'll       26 

2
the    1026
a      473
her      116
very       84
its          50
my        46
no        44
his        44
this        39
$            39
an        37
your      36
as        31
that       27

3
was       277
had       126
said 113
$             87
be          77
is          73
went   58
were   56
see          52
could       52
know       50
thought    44
herself     42
began      40 

5
way        45
mouse   41
thing   39
queen   37
head   36
cat          35
hatter   34
duchess  34
well         31
time   31
tone   28
rabbit   28
door   28
march   26

状態遷移行列 



「計算言語学」の研究の例 (5) 
l 階層的な品詞の完全教師なし学習 (持橋 2016)
– HTSSB-HMM=Infinite Tree HMM (NL226で発表) 

TSSB 



「計算言語学」の研究の例 (6) 
l 教師なし構文解析


l 詳しくは→『統計数理』64-2 (2016) 特集  
「統計的言語研究の現在」の能地論文 
“文に隠れた構文構造を発見する統計モデル” 



何が足りないか? の例 
× 主題化、痕跡、モダリティ、反実仮想の数理モデル
△ 系統、変異、多様性のモデル (本シンポジウム)
○ 位相、文脈、形態論の一部 

評価の問題：「何のタスクの役に立つのか」が
問われやすい 



どこで、誰がやるか? 
l 工学部言語学科 → 自然言語処理のこと
l 理学部言語学科 → 文学部言語学科に、数理・理論 
コースを設ける、自然言語処理の人を適宜呼ぶ
–  eg. 東大経済学部統計コース
– 文学部心理学科
– ただし、言語学では個別言語学があるため、 
心理学と状況が異なっているようにみえる 



科学と進歩 

l 地学の教科書：20年前と大きく様変わり 
(宇宙の記述ですら！) 



科学と進歩 

l  1年や2年では急激に変化しないので,「前と同じで 
よい」と思い込んでしまう

l 実際は、最前線は全く違ったところにいる!
– 過去の内容も含んで止揚されていることが多い 

時間 
内容2 

内容1 



学問の進歩 
l 基本的な数理は当たり前になる 
à 数理・データを前提にした言語研究の大枠を 
　 描く必要

l  (新しい)理論言語学
l 実験言語学、個別言語学
l 参考：物理学のスペクトラム 

数学 物質世界 理論物理 応用物理 実験物理 
素粒子
物理 

物性
物理 
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